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９月は防災月間です
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　1923 年９月１日に発生した関東大震災を教訓として、毎年９月１日を「防災の日」に制定しています。また、９

月は風水害も多くなるため、防災月間として定め、災害に対する備えなどの意識向上を図っています。この機会に

各家庭でも防災対策に取り組んでみましょう。

◯避難ルートの確認

　災害時にスムーズな避難を行うためには、日ごろからの準備・確認が重要になります。今回は家庭で取り組むこ

とができる防災対策についてご紹介します。
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事
業 家庭で取り組む防災対策

　防災安全課で配布している『わたしの避難計画』などを活用して避難ルー

トの確認をしてみましょう。自宅周辺の災害リスクや避難場所の確認をして

おくことが迅速な避難につながります。

　避難ルートが確認できたら、実際に歩いて避難にかかる時間の計測や危険

な箇所の確認を行ってみましょう。自分の目で確認することで災害時の避難

をイメージできます。

◯非常用持出品と備蓄食料の準備

　避難するときに持ち出す非常用持出品には、ラジオ、懐中電灯、非常食な

ど日常的に使うものを用意しておきましょう。また、非常時に数日間生活で

きる食料や水の備蓄も忘れずに行いましょう（持ち出せる形で３日分、家庭

での備蓄は７日分を目安に用意しておきましょう）。

　備蓄の際は、賞味期限が切れる前に消費し買い足すローリングストックを

行うことで備蓄品の鮮度を保つことができます。

◯安全スペースの確保
　大規模地震が発生した際には自分の身を守るとともに、避難経路の確保が

重要になります。そのうえで家具の固定は欠かせません。防災安全課では、

家具固定器具の購入費に対して補助金を交付しているので、必要に応じてご

活用ください。

　また、室内になるべくものを置かない「安全スペース」（ものが落ちてこ

ない・倒れてこない・移動しない空間）を作っておくのもよいでしょう。

　ご紹介した対策以外でも家庭で取り組めることから始めてみましょう。また、わたしの避難計画や防災関連の補

助制度については防災安全課が担当していますので、ぜひご活用ください。

【同報無線による放送を聞き逃した皆さまへ】

同報無線放送後24時間以内であれば、放送内容を自動音声により確認できます（ご利用には通話料金がかかります）。

電話番号　㊱３８６６

下田八幡神社前（画：ハイネ）

（『ペリー艦隊遠征記』所載）
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下田開港 170 周年記念

 　下田市街散策「松陰ウォーク」下田市街散策「松陰ウォーク」

下田開港 170 周年記念日露歴史パネル展

「プチャーチン提督と下田～交流の記録～」

　吉田松陰の歴史と功績を振り返り、市街地の

旧跡を辿るウォーキング大会を開催します。

開催日　９月 29 日（日）９時 15 分～ 15 時予定

集　合　道の駅開国下田みなと２階ウッドデッキ

参加費　一般 500 円

　　　　※宝福寺の入館料は自己負担（400 円）

コース　道の駅をスタートし、弁天島やハリス

の小径ペリーロード等を通り、市街地を中心と

した 16 か所程の吉田松陰・下田開港ゆかりの

地を巡る約 10 ㎞のコースです。

主催・問合せ先　伊豆歩倶楽部事務局

☎㉒５４６５／ 090-2140-1717

　日露和親条約の締結のため下田港を訪れたプ

チャーチン提督の歴史と功績を振り返り、守り

受け継いでいく国際交流の思いを新たにするた

め、プチャーチン提督の歴史資料パネル展、モ

ジャイスキー画（複写）パネル展、映画上映「幕

末のスパシーボ」（館内上映）を開催します。

期　間　９月 20 日 ( 金 ) ～ 29 日 ( 日 )

　　　　９時～ 17 時

場　所　道の駅開国下田みなと　２階特別展示室

入場料　無料

問合せ先　企画課政策推進係（河内庁舎２階）

　　　　☎㉒２２１２
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